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生
物
多
様
性
分
野
で
の
日
本
の
国
際
貢
献
と
し
て
、

２
０
１
０
年
、
名
古
屋
市
で
の
生
物
多
様
性
条
約
第

10
回
締
約
国
会
議（
Ｃ
Ｂ
Ｄ

－

Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
）開
催
が
挙

げ
ら
れ
る
。
こ
の
会
議
で
は
、
遺
伝
資
源
か
ら
得
ら

れ
る
利
益
の
衡
平
な
配
分
を
目
指
す
名
古
屋
議
定
書

と
、
２
０
２
０
年
ま
で
の
達
成
を
目
指
す
愛
知
目
標

が
採
択
さ
れ
た
。ま
た
、日
本
政
府
と
国
連
大
学
が
先

導
す
る
国
際
的
取
り
組
み
で
あ
る
「SA

T
O

Y
A

M
A

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
も
始
ま
っ
た
。
こ
の
取
り
組
み

は
、
日
本
の
里
山
・
里
海
に
象
徴
さ
れ
る
伝
統
的
な

人
間
・
自
然
の
共
存
関
係
が
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
や
大
都
市
一
極
集
中
の
進
行
に
よ
り
崩
壊
の
危
機

を
迎
え
て
い
る
状
況
を
克
服
し
、
人
間
と
自
然
の
望

ま
し
い
関
わ
り
の
再
構
築
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、

世
界
各
地
で
多
様
な
生
物
多
様
性
保
全
活
動
が
展
開

さ
れ
て
い
る
。

　

残
念
な
が
ら
未
達
成
と
な
っ
た
愛
知
目
標
を
引
き

継
ぎ
、
２
０
３
０
年
ま
で
の
達
成
を
目
指
す
新
た
な

国
際
目
標
で
あ
る
「
ポ
ス
ト
２
０
２
０
年
生
物
多
様

性
枠
組
」
は
、
２
０
２
２
年
12
月
に
カ
ナ
ダ
の
モ
ン

ト
リ
オ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
予
定
の
Ｃ
Ｂ
Ｄ

－

Ｃ
Ｏ

Ｐ
15
第
２
部
会
合
に
お
い
て
採
択
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
に
先
立
ち
、
２
０
２
１
年
に
オ
ン

ラ
イ
ン
中
心
で
開
催
さ
れ
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
15
第
１
部
会
合

で
は
昆
明
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
。こ
の
宣
言
で
は
「
生

態
文
明
：
地
球
の
す
べ
て
の
命
に
共
有
さ
れ
る
未
来

を
つ
く
る
」
と
題
し
て
、
生
物
多
様
性
の
主
流
化
、

気
候
変
動
の
緩
和
・
適
応
策
へ
の
貢
献
、
食
料
生
産

や
健
康
向
上
へ
の
生
態
系
の
活
用
な
ど
が
謳
わ
れ
た
。

第
２
部
会
合
で
は
、
こ
う
し
た
理
念
を
具
体
化
す
る

た
め
に
、
世
界
の
陸
域
と
海
域
の
30
％
の
保
護
・
保

全
を
目
指
す
、「30 by 30

」目
標
が
採
択
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
。日
本
も
、こ
の
野
心
的
な
「30 by 30

」

目
標
を
支
持
し
て
い
る
が
、
公
的
な
保
護
区
の
拡
大

だ
け
で
は
達
成
で
き
ず
、
民
間
が
所
有
・
管
理
す
る

森
林
の
よ
う
な
「
保
護
地
域
以
外
の
生
物
多
様
性
保

全
に
資
す
る
区
域（
国
際
的
に
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｍ
と
呼
ば

れ
る
）」
で
の
保
全
・
再
生
活
動
の
重
要
性
が
増
し

て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。

気
候
変
動
と
生
物
多
様
性
の 

統
合
的
ア
プ
ロ
ー
チ

　

こ
れ
ま
で
は
、
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ

ル（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）、
生
物
多
様
性
お
よ
び
生
態
系
サ
ー

ビ
ス
に
関
す
る
政
府
間
科
学

－

政
策
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム（
Ｉ
Ｐ
Ｂ
Ｅ
Ｓ
）が
、気
候
変
動
と
生
物
多
様
性
に

特
化
し
た
議
論
を
個
別
に
行
っ
て
き
た
。し
か
し
、両

者
の
間
に
は
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
統
合

的
ア
プ
ロ
ー
チ
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
た
。
そ
こ

地
球
環
境
戦
略
研
究
機
関（
Ｉ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
）理
事
長

武たけう
ち内
和かずひ

こ彦

生
物
多
様
性
を
巡
る
最
近
の
国
際
動
向
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で
、
２
０
２
０
年
に
両
者
が
初
の
合
同
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
開
催
し
、
翌
年
に
そ
の
成
果
報
告
書
を
公
表

し
た
。こ
の
報
告
書
で
は
、生
物
多
様
性
、気
候
変
動
、

な
ら
び
に
人
間
の
福
利
が
、
地
球
シ
ス
テ
ム
内
で
相

互
に
密
接
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ

た（
注
）。

具
体
的
に
は
、
気
候
変
動
の
緩
和
や
適
応
だ
け

に
特
化
し
た
対
策
で
は
、
生
物
多
様
性
を
損
な
う
恐

れ
が
あ
る
半
面
、
生
態
系
の
保
全
、
管
理
、
再
生
が
、

同
時
に
気
候
変
動
の
緩
和
や
適
応
に
も
良
い
効
果
を

も
た
ら
す
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
コ
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト（
相
乗
効
果
）を
高

め
る
た
め
に
提
案
さ
れ
て
い
る
の
が
、
自
然
を
活
か

し
た
解
決
策（N

bS

：N
ature-based Solutions

）

と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
こ
の
概
念
に
は
、
持
続
可

能
な
農
林
水
産
業
、
都
市
の
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
、

自
然
を
活
か
し
た
防
災
・
減
災
の
考
え
方
も
含
ま
れ

て
い
る
。
２
０
２
１
年
に
英
国
の
グ

ラ
ス
ゴ
ー
で
開
催
さ
れ
た
国
連
気
候

変
動
枠
組
条
約（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
）の

第
26
回
締
約
国
会
議（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
）で

も
Ｎ
ｂ
Ｓ
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が

あ
っ
た
。
こ
の
会
議
で
は
、
日
本
を

含
む
１
₄
０
以
上
の
国
・
地
域
が
参

加
し
て「
森
林
・
土
地
利
用
に
関
す

る
グ
ラ
ス
ゴ
ー
・
リ
ー
ダ
ー
ズ
宣
言
」

を
行
い
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
森
林

減
少
と
土
地
劣
化
を
食
い
止
め
る
こ

と
が
宣
言
さ
れ
た
。
ま
た
「
グ
ラ
ス

ゴ
ー
気
候
合
意
」
で
は
、
気
候
変
動

対
策
に
お
い
て
生
物
多
様
性
保
全
が

重
要
で
あ
り
、
ま
た
国
際
社
会
が
野

心
的
な
目
標
と
す
る
「
１
・
₅
℃
目

標
」
達
成
の
た
め
に
は
生
物
多
様
性

の
維
持
向
上
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
た
。

未
来
を
導
く
決
定
的
な
10
年

２
０
２
１
年
か
ら
２
０
３
０
年
ま
で
の
10
年
は
、未

来
を
導
く
決
定
的
な
10
年（T

he Decisive Decade

）

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｃ

－

Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
が
求
め
る
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
の
野

心
度
の
向
上
、Ｃ
Ｂ
Ｄ

－

Ｃ
Ｏ
Ｐ
15
が
提
起
す
る
生
物

多
様
性
の
２
０
３
０
年
ノ
ー
ネ
ッ
ト
ロ
ス
実
現
、
さ

ら
に
は
地
球
生
態
系
の
回
復
に
向
け
た
緊
急
行
動
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。ま
た
、コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
復
興
を

進
め
る
中
で
、
気
候
変
動
、
生
物
多
様
性
や
他
の
地

球
規
模
の
課
題
に
統
合
的
に
対
処
す
る
た
め
の
「
グ

リ
ー
ン
リ
カ
バ
リ
ー
」
が
求
め
ら
れ
る
。

SA
T

O
Y

A
M

A

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
は
、
生
物
多

様
性
保
全
に
と
ど
ま
ら
ず
、
気
候
変
動
対
策
を
含
む

地
球
的
課
題
の
統
合
的
解
決
に
資
す
る
国
際
活
動
と

し
て
、
こ
の
決
定
的
な
10
年
を
先
導
す
る
取
り
組
み

と
し
て
さ
ら
な
る
発
展
が
期
待
さ
れ
る
。
２
０
₅
０

年
ま
で
の
温
室
効
果
ガ
ス
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
と
生
物
多
様

性
２
割
ネ
ッ
ト
ゲ
イ
ン
を
実
現
す
る
持
続
可
能
な
社

会
づ
く
り
に
向
け
て
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｍ
の
例
に
み
ら
れ
る

よ
う
に
、
地
球
環
境
の
統
合
的
な
保
全
を
目
指
す
多

様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
参
画
に
よ
る
新
た
な
コ

モ
ン
ズ
の
形
成
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
10
年
で

民
間
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
主
体
の
積
極
的
な
行
動
を
促

し
、
多
様
な
主
体
間
の
連
携
を
強
化
し
て
い
く
こ
と

が
強
く
望
ま
れ
る
。

（注）生物多様性と気候変動 IPBES-IPCC合同ワークショップ報告書：
IGESによる翻訳と解説（https://www.iges.or.jp/jp/pub/ipbes-ipcc-ws/ja）
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図表　生物多様性と気候変動の相互関係

出所： IPBES and IPCC (2021). The Scientific Outcomes of the IPBES-IPCC co-sponsored 
workshop on biodiversity and climate change, Figure 2-2 (p24) (仮訳)
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